
林試研報 Bull. For. & For. Prod 目 Res. Inst. N o. 353 , 1989 

(研究資料)

林野植物に対する放牧家畜の採食晴好性

岡野誠一・故右忌守男2)

Seiiti OKANO and Morio IWAMOTO : Utilization and Palatability 

of Forage Plants by Livestocks in Rangeland 

要 旨・林野植物に対する放牧家畜の採食晴好性を検討した。検討された植物数は，牛で 644

種(草本値物 473 種，木本植物 171 種)，馬は 645 種(草本植物 496 種，木本植物 149 種)，緬
羊では 546 種(草本値物 406 種，木本植物 140 種)におよび，これを季節別に「好食J ， r食J ，

「撮食」および←ノド食」の 4 段階に区分した。

① 被食植物(好食と食)の合計割合をみると，草本植物では牛 79%，馬 65%，緬羊 73%

となり，木本植物では牛が 61%，馬 52%，緬羊は 66% と，全般的に木本植物よりも草本植物

が好まれた。また，馬よりも反努動物である牛や緬羊の方が採食曙好性の幅が広かった。

③ 全般的に高い晴好性を示す箪類は，イネ科，力ヤツリグサ科を中心に，マメ科，キク科，

イラクサ科，セリ科なとに属しており，木本類としてはヤナギ科，ニレ科，クワ科， ミズキ科な

どの植物が好まれた。

③ 一方，不食草類はシダ類をはじめサトイモ科，キンポウゲ科， リンドウ科に多く，木本類

では，針葉樹類とツツジ科， スイカズラ科，モクレン科にイミ食が多かった。

④ 家畜の採食噌好性は，家畜の履歴や生理的条件はもとより，欣牧季節や植生状態など家畜

側または放牧地側の様々な条件によって， きわめて流動的に変化する。一般的に放牧強度が強ま

ったり，飼草量が不足気味であると，林野植物に対する採食頻度や採食量が高まる。また，放牧

地に牧草導入がはかられて植生の単純化が進むと，放牧家畜は今まで見向きもしなかった野草や

樹葉を多食するようになる。
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林野の放牧利用に当たっては，何よりもまず，森林・原野に生育する植物の，放牧家畜による採

食曙好性の検討が必要である。特に，林内放牧地におけるこの課題は，林木の放牧家畜による食害

の形をとるために，別の意味で重要である。

1910 年，林野の畜産的利用に関する研究を目的として，林業試験場に高萩試験地(茨城県十王

町)が設置されてより，諸先輩によって，おりにふれてこの種の調査報告がなされてきた。また，

それを引き継ぐものとして，林業試験場の本支場を含めた各営農林牧野研究室では，混牧林に関連

する各種試験の中で，家畜の採食性または林木の食害に関する調査観察を続けてきた。さらに，林

業関係以外でも，放牧地における家畜の採食晴好性に関する数多くの研究が行われてきた。

本報告は，これらの研究成果をもとに，放牧地の植物に対する，家畜の採食噌好性を整理したも

のである。資料整理に当たっては，林業試験場の経営部混牧林研究室，同じく北海道支場，東北支

場の営農林牧野研究室，九州支場の経営研究室ならびに高萩試験地における研究員，元研究員の協
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1) 元高萩試験地

2) 元経営部
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jJを得た記して深謝する。

I 調査条件

1. 調査観察に供された家畜は，牛(黒毛和種，日本短角種，ホルスタイン種)，馬，緬羊の 3

種である。

2 家畜の採食晴好性は，いろいろな条件で大きく異なるが， ここでは ζ く一般的な放牧条件下

で観察された成果を総合して，その中から中庸的な値を採用した。

3 採食の有無や採食程度は，植物の食痕から識別された場合がほとんどであるが，なかには放

牧家畜に付き添って直接観察されたもの，あるいは，放牧前後の飼草量の重量計測により判別され

たものなどさまざまである。

4目 t菜食調査の季節は春，夏，秋の 3 季と，春から秋にまたがる全季とに分けた。つまり，全季

とは採食季節が明確にされないまま記録されているものである。

5 採食の程度は，好食 (tt )，食(十)，撮食(土)および不食(-)の 4 階級とした。不食と

いうのは，一般的条件下では採食しないことを指し，撮食とは文字どおりの「つまみ食い」である。

したがって，放牧家畜が採食のために示す意識的な行動型は「好食」と「食」の二つである。

6 植物名は新日本植物誌41， 45) によった。また，調査植物は便宜的に草本類と木本類にわけで

配列した。

E 考案および論議

林野植物に対する採食噌好性の総括を表 1-5 に示す。これらは，著者らの観察結果以外に，多

くの研究者の研究成果をもとに，総合的に家畜の採食程度を判定した結果である。採録した植物は，

牛で 644 種(草本植物 473 種，木本植物 171 種)，馬で 645 種(草本植物 496 種，木本植物 149 種) , 

緬羊では 546 種(草本植物 406 種，木本植物 140 種)に及んだ(表 3) 。

調査した全植物のうち家畜の餌となり得る植物数の割合，つまり「好食」と「食」の合計値の割

合をみると，草本植物では牛 79%，馬 65%，緬羊 73% であり，木本植物では牛が 61%，馬で 52

%，緬羊は 66% であった(表 4， 5)。つまり，放牧家畜は全般的に木本植物よりも草本植物を好

むことを示した。

一石，草本類のうち，牛，馬，緬羊がともに 7 割以上採食(好食と食)した植物群をあげれば，

イネ科，カヤツリグサ科，イラクサ科，マメ科，セリ科，キク科がある。その他， タデ科およびパ

ラ科(牛と緬羊)，スミレ科(馬と緬羊)，キキョウ科(牛と馬)などが晴好性の高いグループであ

った(表 4)。同様に木本類で牛，馬，緬羊がともに 7 割以上採食した，主な植物群はヤナギ科，

ニレ科， クワ科，ユキノシタ科，マメ科， ブドウ科， ミズキ科であった。ほかに， ブナ科， ウルシ

科，パラ科，カエデ科，ウコギ科などが晴好性が高く，つる性木本類は緬羊の晴好性が特に高L 、。

-}j， 不食植物についてみると，牛では草本類で 13%，木本類で 22% となり，馬は草本類が 25

%, .+;本類が 35%，緬羊では草本類 21%，木本類 20% であった(去の。その主な草本類は，シ



林野植物に対する放牧家畜の採食晴好性(岡野・岩元)

ぷ1. 林野植物の採食晴好性(草本植物の部)

植一物ょ名ここご 了~一----一~一~一一~一一----一~放土牧一一一~筋旦問

ハナヤスリ科 Ophioglossaceae 

コヒロノ、ノ、ナヤスリ Ophioglossum petiolatum 

フユノノ、ナワラビ Sceptridium ternαtum 

ゼンマイ科 Osmundaceae 

ヤマドリゼンマイ Osmundα cmnαmomea var. fokiensis 

ゼンマイ OsmundαjαpOnlCα 

ワラビ科 Pteridaceae 

ワラビ Pteridium aquilinum var. 
lαtiusculum 

オシダ科 Aspidiaceae 

ヘビノネゴザ Athyrium yokoscense 

オシダ Dryopteris crαssirhizomα 
ミ、/シダ LenpltO ot 日gtjtm.tm. mα pozoi subsp. 

ss~mα 

イヌガンソク Mαtteucciα orientαlis 

クサソテツ 1'v1αtteucclα struthiopteris 

ヒメシ夕、、 Thelypteris pαlustris 

イネ科 Gramineae 

チシマザサ Sαsα kurilenssis 

クマイザサ Sαsα senα口ens~s

ミヤコザサ Sαsα 月lppomcα

アズマザサ Sαsαella rαmosα 

スズタケ Sαsαmorphα boreαlis 

アズマネザサ Pleioblastus chino 

ネザサ Pleioblαstus chino var. uiridis 

セトガヤ Alopecurus jαpomcus 

オオスズメノテッポウ Alopecurus prαtensis 

スズメノテソポウ Alopecurus αequalis 

オオアワガエリ Phleum prαtense 

コヌカグサ Agrostis αlbα 

ミヤマヌカボ Agrostis flαccida 

ヌカボ Agrostis clαuαtαvar. nukαbo 

ヤマヌカボ Agrostis clαuαta 

ヒエガエリ Polypogon fugαx 

ミノゴメ Beckmαnn~α SyZlgαchne 

ヤマアワ Calαmαgrostis epigeios 

注) 1 +十:好食+:食，士:撮食，一.不食
2 ( )内は牧草地

牛 ，馬

手手夏秋 全 春夏秋期

(::t) 

+ 
廿十十 十十+ 十
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十+十++t 十十十十件
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十廿廿+十
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十

十十件

+十件十十 廿廿廿

+1+ 十士

十十件十++t

十十十 +++ 
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緬羊

全 春夏秋|高期

+ +士士 |1 + 

十十+十

十十十十

+ 

十十+十

十十+十

+t 十

+十

十+十+

廿

+ 
十++t

+ 

+ 

十+

十
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表1. (つづ、き)

傾 物一名こ二ご了一 ----一一一一一一~一一一一~一一ー一肱豆~牧~-期一f間一~
牛 ，馬 緬羊

春夏秋 高|春夏秋 全 春夏秋 全期期

イワノカーリヤス Calamagrostis langsdorffii 件!件朴件 十+

ヒメノガリヤス Calαmαgrostis hαkonensis +十十 ,++ + + 
ノガリヤス CαblrααF7c1fαlygtrroi stzsαrundinαceαvar. 十+朴+ 十+++十 十+++

chα 

オオカニツリ Arrhenαtherum elatius + 十 十

カラスムギ、 Auenαfαtuα + 十 1+ 
カニツリグサ Trisetum b~βdum ++: +HH+ ++++十

コメススキ Deschαmpsia flexuosα 十 十

シラケ‘ガヤ Holcus lanatus + + 
ハネガヤ Achnαtherum extremiorientale +十+ 十十件十 l 十十+++

イブキヌカボ Milium effusum +! + + 
クサヨシ Phα1αns αrundinαceα 十+ 十十

ハルガヤ Anthoxαnthum odoratum 十+十十廿 十十十十十+ + 
タカネコウボウ Anthoxαnthumjα:pomcum + +十

コウボウ Hierochloe bungeαnα 朴

ヤマカモジグサ Brachypodium syluaticum 十++十件 十十十十件 十十廿十

アオカモジグサ Agropyron racemiferum ++ 
カモジグサ Agropyron tsukushiense var. 廿+十十+ 廿十十十十 |朴件十

trαns~ens 

ハマムギ Elymus dαhuricus 廿十十廿十+ 十十十

キツネガヤ Bromus pauciflorus 十件++ 十++

スズメノチャヒキ Bromus jα:ponicus 十 十 + 
イヌムギ Bromus cαtharticus 十+

コウヤザサ Brachyelytrum jα:pomcum 十十+ 十十+ +++ 
カモガヤ Dαctylis glomerαtα 十+++廿 ++++++ +十+++

ウシノケグサ Festuca ouinα +十 十

オオウシノケグサ Festucα rubrα + 十

トボシガラ Festucα paruiglumα ++ +++ 十+

ナギナタガヤ Festuca myuros + + 
スズメノカタヒラ Poa αnηuα +1++++ 廿 十

ミゾイチゴツナギ POααcroleucα 十 十 十

オニイチゴツナギ POα em~nens + 十十

イチゴツナキ‘ POα sphondylodes ++ 十+ 廿

ナガハグサ POα prαtens~s 朴十+++ ++十十件 ++++++ 
ムツオレグサ Glyceriααcutiflorα + 十

ドジョウツナギ Glyceriα ischyroneurα + ++廿+ + 
コメガヤ Melica nutαns 十 十+

ホカポエリガヤ Brylkiniα caudαta + +十十十

ササクサ Lophatherum gracile 十

ヨシ PhrαgmLtes commums 十十件土 十++十件 +士一

タツノヒケ' Diαrrhenαjαpon~cα ++ 十十朴+ + 
ヌマガヤ Moliniopsis jα:ponLca 十++ 十++ +十+
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凸

ぷ 1. (つづき)

植 ~物一一名一二ご------ 一一~一一一一一~一一--一~一~一一ーm欣~高牧一~一期~間一~一話 牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

カゼクサ Erαgrostis ferrugineα 十件++十十 + 
オヒシノミ Eleusine indicα + + 十

チョウセンノガリヤス Cleistogenes hackelii 十十+ 十十+ 十++

アゼガヤ Leptochloα chinensis 十 + 

ギョウギシパ Cynodon dαctylon 十+十 ++ + 
オヒケ、シノぐ Chloris virgαtα 十十 ++ 十十

ネズミノオ Sporobolus fertilis 十 十十 十

ネズミガヤ Muhlenbergiα ]α:pomca 十十十十++ 十十+十件 +++ 

オオネズミガヤ Muhlenbergiα longistolon 十++ 十十十 十十十

ミノ P ミ ZoysiαJα:ponlcα 十++++十 十十廿十十 十十什十+

コウライシノ〈 Zoysiα tenuifoliα 十十十十廿 十++十十+ +十件十+

トダシノて Arundinellα hirta 十+十十十 十十十十十 +十十

チカラシノミ Pennisetum αlopecuroides + + + 

ササキビ Setαnα palmifoliα +1++++++ 十

エノコログサ Setαnα viridis +十+ 十十件+ ++士

キンヱノコロ Setariα glαucα 十十十 十十十十十十 件件+|
ノ、イヌメリ Sαcciol坦~pis indica ++十 ++十

ヌカキビ Pαnicum bisulcαtum 十十十 十++ + 
ハイキビ Pαmcum repens + 十+ ++ 
メヒシノミ Digitαnααdscendens ++++++ 廿十十十十 十十件

アキメヒシパ Digitαnα violαscens 十十廿十+ 十十廿十十 什十十件

スズメノヒエ Pαspalum thunbergii +十+ 十++ +++ 
スズメノコビエ Pαspalum orbiculαre 十+ ++ + 十+十十件 :+++++ 
ナ Jレコビエ Eriochloα villosα 十 + 
チヂミザサ Oplismenus uπdulαtザ'olius var. 十十 十十 ++ 

lαpoηlCUS 

イヌビエ Echinochloα crus-gαlli +十件十+ 十 ++ 
ヒメカリマタガヤ Dimeriα ornithopodαvar. tenera f. 一+

microchaetα 
アフラススキ Eccoilopus cotulifer +++++ 十+ ++ + 十+十十十

チガヤ Imperatα cylindricαvar. koenigii +十什十 ++++十 +++ 
オギ Miscanthus sαcchariflorus ++士 + 
トキワススキ Miscαnthlιs floridulus ++士 +士士

ハチショウススキ Miscαnthus condensαtus _J_ 十

ススキ l¥ﾆiscanthus sinensis ++十十+ +++++ 十++士

オオアプラススキ Spodiopogon sibiricus +十廿十 十+廿十 ""廿十

アシボソ Microstegium vimineum var. 廿

polystαchyum 
イタチガヤ Pogonαtherum crinitum + + 
2) ヒメアプラススキ Bothriochloαpαrviflora 十 十十

コブナグサ Arthrαxon hispidus 十+十 十十十 十++

オガルカヤ Cymbopogon tortilis var. goeringii 十十十 十十十 十十±

ウシクサ Andropogon brevifolius 十十+ + +十+
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�:. 1. (つづき)

他 一物一名こ二一二ご一一一一一~一一一一一一ー一一~一放一主牧ー~期一旦間~一 牛 馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

メガルカヤ ThemedαJα:pomcα 十十十 十十十 +:t士

カモノハシ Ischaemum αristatum var. glaucum +十 十十件十 朴

ケカモノハシ Ischaemum αnthephoroides 十+ 十+

アイア、/ Phαcelurus lαtifolius + + 
ウシノシッベイ Hemαrthriα sibiricα 十件++ + 

カヤツリグサ科 Cyperaceae 

ヒメクク Cyperus brevifolius var. leiolepis + + 
カワラスガナ Cyperus sαnguinolentus ++ ++ 
ハマスゲ Cyperus rotundus 1+ 十 1+ 
カヤツリグサ Cyperus microiria ++十 l ++十 +十十

タマガヤツリ Cyperus diff ormis |十
コマツカサススキ Scirpus fuir喧noides 一一+

アブラガヤ Scirpus wichurαe 

ホタ Jレイ Scirpus hotαrUl 十 + 
ホソパテンツキ Fimbristylis dichotomα f. +士

depαuperαtα 

クロハリイ Eleochαris kαmtschαtlCα f. reductα 

オオヌマハリイ Eleochαris mαmillata var. 十+十+十 ++十 十十十十一

cyclocαrpa 

十+士土++
イガクサ Rhynchosporα rubrα ++ 
イヌノハナヒゲ Rhynchosporα chinensis 

オオイヌノハナヒゲ Rhynchosporαfαunel 十十十 十 +十

ヒメカワズスゲ、 Cαrex brunnescens 

アズマナルコ Carex shimidzensis 十十件十十 ++++廿

カワラスケ、 Cαrex lnClSα 十十+ ++++ 十++

アゼスゲ Cαrex thunbergii + 
ゴウソ Carex mαXlmoωlCZU 

ヒラギ「シスゲ Cαrex augustinowiczii 十十士 + 
ナルコスゲ Cαr担x cur・vicollis 十一

ショウジョウスケー Cαrex blephαncαrpα +++ +++ 士土十+

シノてスゲ Cαrex nervαta 十+++十+ 十++十件 廿++++

アオスゲ Cαrex breviculmis 十++ 十十+

イトアオスゲ Cαrex breviculmis var. discoidea 十++ 十++

クサスゲ Cαrex rugatα +++ 十++ 十十十

イトスゲ Cαrex fernαldiαnα 十 ++++十十

ミヤマカンスゲ Cαrex dolichostachyαvar. + 十 十

glαberrima 
ヒメカンスゲ Cαrex coηlCα 朴 十一一 十+

カンスケー Cαrex morroωu 十十

オクノカンスゲ Cαr口 foliosissima + 十 ++十

ヒエスケー Carex longerostratα 十十+ 十++ ++十

アズマスゲ Cαrex lαsiolepis ++十 +++ +++ 
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表1. (つづ、き)

値物------名::=二?一一 一~一ー一~一~一ー一~一ー-------放~畜牧~期~間-----種 牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全春夏秋 全期 春夏秋 全
期 期

ヒカゲスゲ Cαrex floribundα 十++ +十+ 十十+

ヒメスゲ Cαrex oxyαndrα ++十 十十十 十++

サッポロスゲ Cαrex pilosα +++ 十 + 
コジュズスゲ Cαrex pαrciflorαvar. mαcroglossα + 
タガネソウ Cαrex siderostictα 十十十 十十廿十+ ++十十十十

ニッコウハリスケ♂ Cαrex fultα 士士十 十

シラコスゲ Cαrex rhizopoda 十+十+ 十+++ 十十件

ヒゴクサ Cαrex]αpoη~cα 十+ ++ ++ 
ヒカゲシラスケ、 Cαrex plαniculmis 十十

ヒメシラスケ Cαrex rγwllicula + ++ 十+

ミヤマシラスゲ Cαrex oliuαcea var.αngustwr + + 十

カサスゲ Cαrex dispα1αtα 十十十件土 + 
オニスゲ Carex dickinsii 十 十+

オオカサスゲ Cαrex rhynchophysα 十 +十件± + 

サトイモ科 Araceae 

オオマムシグサ ArisaemαtαkedαE 

コウライテンナンショウ Arisaema peninsulae 

マムシグサ Arisαemαjα:ponicum 

ミズバショウ Lysichiton cαmtschatcense 

ザゼンソウ Symplocαrpus renifolius 

ショウブ Acorus cαIαmus var.αngustαtus 

ホシクサ科 Eriocaulacece 

イトイヌノヒゲ Eriocαulon decemflorum var. 
mppomcum 

ツユクサ科 Commelinaceae 

ツユクサ Commelinα communis + ++十

イグサ科 Juncaceae 
ヌカホ、シソウ Luzula plumosαvar. mαcrocαrpα 十十+ 十+十十++

スズメノヤリ Luzulαcα:p itαtα 十+十 廿++十+ 十+++十十

ドロイ Juncus grαcillimus + 十十 +++++ 
イ Juncus effusus var. decipiens + + 
コウガイゼキショウ Juncus leschenαultii 

ユリ科 Liliaceae 

ノてイケイソウ Verαtrum grαndiflorum 十士

アオヤギソウ Verαtrum mααckii var. pαruiflorum +一一

ヤマホトトギス Tricyrtis macropoda + 
ミズギポウシ Hostα longissimαvar. breuifoliα +++ 十十+ 十++

L 一一」
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ぷ1. (つづき)

値 一物一:g二二了一 一一一一一一一一一一-一一肱~一高牧一期~間~橋~ 

牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

オオノてギボウシ Hostα montαnα 十 + 十

ユウスゲ Hemerocallis v白:pertma 十 十 十

ヤフサカンゾウ Hemerocαllis fulvαvar. kwαnso 十++ 十十+ 十++

ギョウジャニンニク Allium victorialis var. platyphyllum 十 l 一一

ノビ/レ Allium grayi 十 + 
ヤマラ y キョウ Allium thunbergii |士土±

ウパユリ Lilium cordαtum 一廿+士

オオウパユリ Lilium cordαtum var. glehnii 十

ノヒメユリ Lilium callosum 十 十+

オニユリ Lilium lαncifolium 十一一

クルマユリ Lilium medeoloides 

ヤマユリ Lilium αurαtum + 
カタクリ Erythronium jαponicum 十 + 
ツルボ Scilla scilloides 十 十+十 十十+

アマドコロ Poplytugrot nαtum odorαtum var. 十一一← + 
iflorum 

オオアマドコロ Polygonαtum odorαtum var. 十 + 十++
庁laXL庁10WLCZL!

ナルコユリ Polygonαtumf(αlcαtum + 十

ツバメオモト Clintonia udensis 

ユキザサ Smilacinαjαponicα + 十 + 
マイヅルソウ Mαlαnthemum dilαtαtum ++ 十+ ++ 
ホウチャクソウ Disporum sessile 十十 十

チゴユリ Disporum smilαonum 十 + 十

スズラン ConvαIIαnα keiskei 

ツクノぐネソウ Paris tetrα:phyllα + + 
エンレイソウ Trillium smαllii 十 十 +十十

シロパナエンレイソウ Trillium tschoniskii 

ジャノヒケー Ophiopogon jαponLcus + +十+ +十+

タチシオデ SmilαX mppomcα + 十

シオデ SmilαX npαrEG var.Z458urunslS 十

ヤマノイモ科 Dioscoreaceae 

ヤマノイモ Dioscorea japonica + 
タチドコロ Dioscorea gracillimα 十 +十十

オニドコロ Dioscoreα tokoro 

ウチワドコロ Dioscoreα mppomcα 十 十十十

アヤメ科 Iridaceae 

ヒオウギアヤメ lris setosα + 
アヤメ lris sαngumea ++十 +十十++ 十十十
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表1. (つづ、き)

横一物二名三ご 一~一一~一-一一一一一一~一一放~査牧~期一~間一種ー 牛 馬 緬羊

春夏秋 全期 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期

ラン科 Orchidaceae 

ギンラン Cephαlαntherα erectα 

ササパギンラン Cephalantherα longibrαcteαtα + 
ネジバナ Spirαnthes sinensis 十

ジガノてチソウ Liparis krameri 十

シュンラン Cymbidium goeringii + 

センリョウ科 Chloranthaceae 

ヒトリシズカ Chlorαnthus japonicus + ++t 

フタリシズカ Chlorαnthus serratus +十++ ++十十 十+十+

クワ科 Moraceae 

クワクサ Fαtouα villosα + 
カラハナソウ Humulus lupulus var. cordifolius 

イラクサ科 Urticaceae 

イラクサ Urtica thunbergiαnα 十+ + 十十+

エゾイラクサ Urticα plαtyphyllα + 士++ + 
ムカゴイラクサ Laportea bulbiferα + 十十

ミヤマイラクサ Lαporteαmαcrostαchyα 十+ 十+

カラムシ Boehmel叩 nipononiveα + + 
コアカソ Boehmeria spicαtα +t tt 

ビャクダン科 Santalaceae 

カナビキソウ Thesium chinense 十+十 十十十 十+十

タデ科 Polygonaceae 

ヒメスイノぜ Rumex αcetosellα +++ +++ 十+一

スイ r{ Rumex αcetosα + 十

ギシギシ Rumex japonicus 十 + 
エゾノギシギシ Rumex obtusifolius 十十+ 廿+十 + 
ミズヒキ Polygonum filiforme + + 十

ミチヤナギ Polygonum αviculαre + 
イシミカワ Polygonum perfoliαtum 
ミゾソノぐ Polygonum thunbergii + 士++ + 
ハリタデ Polygonum bungeαnum tt 十 + 
アキノウナギツカミ Polygonum sieboldii 

ヤノネグサ Polygonum η~ppo月間se 十十 tt 

オオイヌタデ Polygonum lapαthifolium + + + 
オオネパリタデ PorloybguoJ nuF71 EYEScofpurrt var. 十 十

stum 
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ぷl. (つづき)

~ベ二二二二二一一一一一一一一一一一1-1?L土f 
牛 ，馬 緬羊

春夏秋 期全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期

イヌタデ Polygonum longisetum 十 十 + 
イタドリ Polygonum cuspidαtum 十十 + +t 

オオイタドリ Polygonum sachalinense + 十 + 

アカザ科 Chenopodiaceae 

シロザ Chenopodium album 十

アカザ Chenopodium αlbum var. 十十+ 十十十! ++十
centrorubrum 

ヒユ科 Amaranthaceae 

ヒカゲイノコズ、チ Achyrαnthes japonicα + 十++

スベリヒユ科 Portulacaceae 

スベリヒユ Portulαca olerαceα + 

ナデシコ科 Caryophyllaceae 

ツメクサ SαginαJαpomcα 十 + 
オオヤマフスマ Moehringiαlαteriflorα + 十

ミミナグサ C喧rastium holosteoides var. 十 ++十

αngustifolium 

ウシハコベ Stellαnααquαticα 十十+ +++ 
ノミノフスマ Stellαnααlsine var. undulαtα + 十++

カワラナテ、シコ DiαF1thus lsyucptrel rbus var. + 十

longicalycinus 
フシグ品ロセンノウ Lychnis miqueliαnα 十 ++• +十士

フシグロ Silene firma 十十十 十十+

キンポウゲ科 Ranunculaceae 

クサボタン Clemαtis stαns 十

ボタンヅノレ Clernatis apiifoli且 十十+ +十+ 十十+

ウマノアシガタ Rαnunculus jα:ponrcus +十+

センニンソウ Clemαtis terniflora 

オキナグサ Pulsαtillα cernuα 

ハイキンポウゲ Ranunculus repens 

キツネノボタン Rαnunculus silerifolius 十 十+一

オトコゼリ Rαnunculus tαchiroei 

フクジュソウ Adonis ramosα 

アキカラマツ Thalictrum minus var. hypoleucum + 士十+ +ート十

カラマツソウ Thαlictrum αquilegifol山m var. 十 士十十 ++十
intermedium 

ヤマオダマキ Aquilegia buergeriαnα + 
エゾトリカブト Aconitum yesoense 

ルイヨウショウマ Actaea asiαticα 
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ぷl. (つづ‘き)

揃 物一~名-- 一一 一--------一放ー南牧~期ー間~積~ 

牛 馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

アカミノ Jレイヨウショウマ ActαEα erythrocarpα +士

サラシナショウマ Cimicifugα simplex 

イヌショウマ CimicifugαJα:pomca 

シラネアオイ Glaucidium palmαtum 

メギ科 Berberidaceae 

イカリソウ Epimedium grαndiflorum var. 十 一一

thunbergiαnum 

ツヅラフジ科 ~enisperrnaceae 

ッ・ゾラフジ Sinomenium αcutum 十十+ +++ 十十十

アオツヅラフジ Cocculus orbiculatus 十

ハス/ハカズラ StephαnLαjα:pomcα 廿

ケシ科 Papaveraceae 

タケニグサ Mαcleαyα cordαtα 

エソエンゴサク Corydαlis αmbiguα ++ 

ムラサキケマン Corydαlis incisα 

ツルキケマン Corydαlis ochotensis ~+ 

アブラナ科 Cruciferae 

グンパイナズナ Thlαspi αrvense + 
ナズナ Cαpsellα bursαpαstoris ++++ tt 十 廿十+tt

タネツケパナ Cαrdαmine flexuosα 十一

コンロンソウ Cαrdαmine leucαntha +++ +十 + 
ヤマハタザオ Arabis hirsutα + + 
ハタザオ Arαbis glαbrα 十 十

ユキノシタ科 Saxifragaceae 

チダケサシ Astilbe microphylla + 
ウメパチソウ PαrnαSSLαpαlustris 一一一一

トリアシショウマ Astilbe thunbergii var. congesta 十 + 

パラ科 Rosaceae 

ヤマブキショウマ Aruncus dioicus var. tenuifolius ー十十 + 
ヘビイチゴ Duchesnea chrysantha 十十+ 十十十 十十+

モリイチゴ Frαgαnα nipponicα +十

キジムシロ Potentilla frαgαrioides var. mα'J or 十+十 十十十 十++

ミツバッチクリ Potentillα freynianα +十+ +++ 十++

ミツモトソウ Potentillα cryptotαenLαe var. +土± 十

insulαns 

カワラサイコ Potentillα chinensis + 十十 十
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表 1. (つづき)

植一物一名三二二ご丁一一一一--一一----一~一~一一~~-ー放J~牧~乞期ーー豆間 牛 d馬 緬羊

春夏秋 全期 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期

ダイコンソウ Geumjα:pomcum 十 十十+ 十十+

オオダイコンソウ Geum aleppicum + 士士十 廿

オニシモツケ Filipendulαhαmtschαticα + 
ワレモコウ Sαnguisorbα officinαlis 十 ++ +十土

キンミズヒキ Agrimoniα ]apomcα 十 十++ 十

マメ科 Leguminosae 

カワラケツメイ Cαssia nomαme ++十 十++ 十+十

クララ Sophorαβαuescens var.αngustifolia 

メドハギ Lespedezα cuneαta + 十 十

ヤノ、ズソウ Kummerowia striαtα +十十 +++ 十十十

マルパヤハズソウ Kummerowia stipulαcea ++ ++ + 
ヌスビトハギ Desmodium oxyphyllum 十十+ +十十 十+十

ヤブハギ Desmocji1!.m jallαx var. +十十+ ++廿 十十十+

mandshuricum 

ヤノ、ズエンドウ Viciααngustifolia 十十 廿

カラスノエンドウ Vicia sepium 廿 十+

カスマグサ Viciα tetrαspermα 十+ +十 ++ 
スズメノエンドウ Vicia hirsuta ++ + 
ツルフ、/ノてカマ Vicia αmoenα 十十 十十十十++ ++ 
クサフジ Viciα crαccα +十++ 十十十+++ 十+++

オオパクサフジ Viciα pseudo -orobus ++ 十十件廿 廿

ヨツノてハギ Viciα nipponicα 十++ 十++ 十++

ナンテンハギ Vicia unりugα +++ ++廿十+ 十十十

ハマエンドウ Lαthyrus jα:pon~cus + 
レンリソウ Lαthyrus quinqueneruius + 廿

ノアズキ Dunbαnα uillosα 十+

ツルマメ Glycine sojα 十 十+ ++ 
ヤブマメ Amphicαrpαeα edgeworthii var. ++++件 ++ ++ t十 十+++十十

jαpoπ[ca 

コマツナギ lndigoferα pseudo -tinctoria 十+十 +十+十 + 
ミヤコグサ Lolus corniculαtus var. japonicus + + 十

モメンヅル Astrαgαlus reflexistipulus ++ 

ムラサキツメクサ Trifolium prαtense +t +t 十十

シロツメクサ Trifolium repens 十+ 十HH+ + 
ウマゴヤシ Medicα:go polymorpha 十

タヌキマメ Crotαlariα sessiliflorα 十十+ 十十+ +十十

フウロソウ科 Geraniaceae 

タチフウロ G哩ranium krameri + 
エゾフウロ Geranium yesoense ++十

ゲンノショウコ Geranium thunbergii 十

」ー 」 」
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ぷ1. (つづ、き)

植 ~物一~名~二二ご一一一一一一一一一一一一一一一---一ー一-一一一放一牧f一b期~間~ 樟 牛 d馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

カタバミ科 Oxalidaceae 

カヲパミ Oxαlis corniculatα +++ + 十++

アマ科 Linaceae 

マツノてニンジン Linum stelleroides 

ヒメハギ科 Polygalaceae 

ヒメハギ Polygαlαlα:pon~cα ++十 +++ 十十+

卜ウダイグサ科 Euphorbiaceae 

エノキグサ Acαlyphααustrαlis +++ 
トウダイグサ Euphorbia helioscopia 

タカトウダイ Euphorbia pekinensis 

ナットウダイ Euphorbiα sieboldiαnα 十一一一

ツゲ科 Buxaceae 

フソキソウ Pαchysαndrα terminalis 

ツリフネソウ科 Balsaminaceae 

キツリフネ Impαtiens noli-tαngere 十十++ 十十十

ツリフネソウ Impαtiens textori +士+::t +++ 

オトギリソウ科 Guttiferae 

トモエソウ Hypericum ascyron 十

オトギリソウ Hypericum erectum 士士十

スミレ科 Violaceae 

ケマルパスミレ Violα keiskei f. okuboi + tt 十+tt

スミレサイシン Violαuα.gmαtα 十

スミレ Violαmαndshurica +十 十一 + 
アカネスミレ Viola phαlαcrocαrpa + 十 十

サクラスミレ Violα hirtipes + 十一一

ミヤマスミレ Violα selkirkii 十

タチツボスミレ Violα grypocerαs +I ::t士士 十+廿十+

ツボスミレ Viola verecund.α 十十一 十 十tt十件

ミソハギ科 Lythraceae 

ミソハギ Lythrum αnceps 十 十

アカパナ科 Onagraceae 

ミズタマソウ Circaea mollis 
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表1. (つつ‘き)

牛 馬 緬羊

一一一一一旦竺土 春夏秋 全 春夏秋 全期 春夏秋 期全期

ミヤマタニタデ Circαea αlpinα +十一

ヤナギラン Epilobium αngustifolium + ++ー
アカパナ Epilobium pyrricholophum 

マツヨイグサ Oenothera striata +++ 
メマツヨイグサ Oenothera biennis + + + 

アリノトウグサ科 Haloragidaceae 

アリノトウグサ HαlorαgLS mtCrαnthα 十 ttt十件

ウコギ科 Aralia目前

ウド Araliα cordatα 廿 十+ 十十

トチノぜニンジン Pαnαx japonicus 件 十

セリ科 Umbelliferae 

ノチドメ Hydrocotyle maritimα 十++ 十十+

チドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides 十 tt 十

ツボクサ Centellα astαticα 廿

ウマノミツバ Sαnicula chinensis 十++ + 
シャク Anthriscus syluestris 十 十

ヤブニンジン Osmorhiza αristαtα + ++:!: +++ 
ヤブジラミ Torilis jα:p onicα ++十 十十十 十十十

ミツ/，，0';: Cryptotaeniαjα:p onicα 十+十 tt 十十十十 + 
セリ Oenαnthe jαuαnica + + 十

イブキボウフウ Seseli libαnotis var. jα:pomcα ++十 十++ 十++

サワゼリ Sium suaue var. nipponicum 十 + 
ノダケ Angelica decursiua 十++十件 tt 十十 tt 十十+

オオノてセンキュウ Angelicα genuflexa 十十士 4十

エゾニュウ Angelicα urstnα •+ + 十

シシウド Angelicα pubescens +H+ 十+ 一+ 一一十

ヤマゼリ Ostericum sieboldii + 十+

カワラボウフウ Peucedαnum terebinthαceum + 
オオハナウド Herαcleum dulce 廿十

ハナウド Herαcleum nipponicum 十 十+

イチヤクソウ科 Pyrolaceae 

ジンヨウイチヤクソウ Pyrola renifolia 

イチヤクソウ PyrolαJα:ponicα 

ベニバナイチヤクソウ Pyrola incarnαtα 

サクラソウ科 Primulaceae 

クサレダマ Lysimachiα uulgαris var. dαuuncα 

コナスビ Lysimαchiajα:pomcα +++ ++十 十十+
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表 1. (つづき)

植~物こ名二二二二了一一一~一一一一一一一~一~一一~一放一~一牧斉一期一間----椅 牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

オカトラノオ Lysimachiα clethroides 十十+ +::t +一

クリンソウ PrimulαJ目α:pomcα + + 
サクラソウ Primula sieboldii + + 
エゾオオサクラソウ Primulα ]esoαnαvar. pubescens + 

リンドウ科 Gentianaceae 

センブリ &μert~αjαponicα 十十+ +++ 
アケボ/ソウ Sωert!α bimαculαtα 十一

フデ、リンドウ Gentiαnα zollingeri (L 十

リンドウ Gentiαna scαbrαvar. buergeri 

ツ Jレリンドウ Tripterospermum jαponicum 

ガガイモ科 Asclepiadaceae 

ガガイモ Metαplexis jα:ponicα 廿

コカモメツ Jレ Tylophorα nikoensis 十

ヒルガオ科 Convolvulaceae 

ヒルガオ Cαlystegiαjαponicα 

ムラサキ科 Boraginaceae 

オオ jレリソウ cyuritlolgo lossum zeyhrucum var. 十十+

sulum 

タビラコ Trigonotis peduncularis 斗

シソ科 Labiatae 

ジュウニヒトエ Ajuga nipponensis 

ニシキコロモ Ajugα yesoensis 十!一±

カワミドリ Agαstαche rugosa 

ラショウモンカスラ Meehαniα urticifoliα 十

ウツボグサ Prunellα vulgaris var. lilαcma + 十一一 +十+

キセワタ Leonurus mαcrαnthus 

イヌゴマ Stαchysjαponica var. intermediα 

オドリコソウ Lαmium barbαtum 

アキノタムラソウ Salviα ]apomca 

キパナアキギリ Sαlviα nipponica 十

イヌコウジュ Moslα punctulαta 

エゾシロネ Lycopus un明orus var. pαrviflorus 土士十

ヒメサルダヒコ Lycopus ramosissimus var. +ー + 
ramos~ss~mus 

シロネ Lycopus lucidus 

クルマハナ Clplrαzorpuiopdoi問umm chiFlense var + ー十

トウパナ Clinopodium grαcile +++ 
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表1. (つつ、き)

続一物~名ミ二二 一一一一一一~一---一------一~一一一~放~生牧~期~-間~1~ F 
牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全期 春夏秋 全
期 期

ミヤマトウノイナ CUrlc01r9Iα0dtzr lum grαcile var. + 
sα mense 

ヒメノ、ッカ Menthαjα，pomcα 

ナキ‘ナタコウジュ Elsholtziα ciliαtα 十 十

ヤマハッカ Plectrαnthus inflexus +士+十 +十件

ナス科 Solanaceae 

イガホオズキ Physaliastrum jα:pomcum +士

イヌホオズキ Solanum nigrum 

ゴマノハグサ科 Scrophulariaceae 

ルリトラノオ V巴ronica subsessilis 

クガイソウ Veronicαstrum sibiricum 十 十一一 + 
ヒキヨモギ Siphonostegia chinensis 十 十 十

ママコナ Melαmpyrum roseum var.Jα:pomcum 十 ++ 十十件十+

コシオガマ Phtheirospermum jα，pomcum 十 十十一 ++ 

ハエドクソウ科 Phrymaceae 

ハエドクソウ Phryma leptostαchyαvar.αs~αücα 

オオバコ科 Plantaginaceae 

オオバコ Plαntαgo αs~αticα fH+ ++ +十件十+ +十件十十

エゾオオノてコ Plαntαgo camtschαt~cα +十十 ++ 十+十十 十十十

へラオオバコ Plαntαgo lαnceolαtα +++ 廿十十十+ 十十十

アカネ科 Rubiaceae 

ヘクソカズラ Pαederiα scαndens var. mairei 十 + 
カワラマツノて Galium uerum var.αs~αticum f. +++ ++十 十十十

nikkoense 

クルマムグラ Galium japonicum 十

ヤエムグラ Galium spurium var. echinospermon 十 十十十 十

ヨツノミムグラ Galium trαchyspermum 十 + + 
ヤマムグラ Galium pogonαnthum + 十 + 
クルマノイソウ Asperulα odorαta 士士++ 十十一 一一十

レンプクソウ科 Adoxaceae 

レンフ。クソウ Adoxα moschαtellinα + 十

オミナエシ科 Valerianaceae 

オトコエシ Pαtnn~α uillosα 十 -士+ 十十+

オミナエシ Pαtrinia scαbiosaefoliα 十十十+ -士+ +十+

カノコソウ Vαleriαna fauriei + 
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摘一物〈名こごこここ了一一一一一一一一一-一~1111~ 
牛 ，馬 緬羊

存夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

マツムシソウ科 Dipsacaceae 

マツムシソウ Scαbiosαlα:pomcα 十 +十 ft 十+

ウリ科 Cucurbitaceae 

アマチャヅル Gynostemma pentαophyllum 十

キキョウ科 Cam panulaceae 

ツリガネニンジン Adenophorα triphylla var. jα:ponica 十十十 +十十 十十十

ソパナ Adenophorα remotiflora 十一一 十 +一

ホタルブクロ Cαmpanula punctαtα 廿 ft 十+ ! 一件 ft 十十 十十件十+

パ 7 ソブ Codonopsis ussuriensis + 十 十

キキョウ Platycodon grandiflorum + 十十+ +++ 
サワギキョウ Lobeliα sessilifoliα 

キク科 Compositae 

ハハコグサ Gnaphαlium affine 十 十 十

アキノハハコグサ Gnα:phalium hypoleucum 十 + 
チチコグサ Gnαphalium jαponicum 十 + 

ヤマハハコ Anα:phalis mαrgαritacea var. 十士士 十十+

αngustwr 

カセンソウ lnulαsαlicinαvar.αSlαticα 十 + 
オグルマ lnula jα:pomcα 十

ヤフザタノイコ Carpesium αbrotαnoides 十 ++ー 十

サジヵーンクビソウ Carpesium glossophyllum 十 十

ガ、ンクビソウ Cαrpesium divαncαtum 十 + 十

センボンヤリ Leibnitziα anαndriα ++十 十+十 十

ナガパ、コウヤボウキ Pertyα glαbrescens + + 
オヤリハグマ Pertyα trilobα + 一一+ 一+

カシワノミノ、グマ Pertyα robustα 十 一十 + 
モミジハグマ Ainsliα坦α acerifoliα

オナモミ Xαnthium strumarium ft 十 +十十

サワヒヨドリ Eupαtorium lindlりαnum 十 士一ト

ヒヨドリパナ Eupαtorium chinense var. 十 + 十十+
simplicifolium 

ヨツパヒヨドリ Eupαtorium chinense var. 十 -+ー

sαchαlinense 

フジパカマ Eupαtorium fortunei 

アキノキリンソウ Solidago virgααureαvar.αsiaticα +++ +++ ++ft 
ユウガギク Kalimeris pinnatij�a + 十 十

ヨメナ Kαlimer吋 yomena 十 十 ft 
アズ、マギク Erigeron thunbergii 
ヒメジョオン Erigeron αnnuus ++十 十十十H十
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3長1. (つづ‘き)

納 一物一名 こ ~一一一一一一~一一---一~一~放~査牧~一期一間竺
牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

アレチノギク Erigeron bonαnens~s 十十十

ヒメムカシヨモギ Erigeron cαnαdensis 十 + ++十
シラヤマギク Aster scaber 十十件 ++廿 十+-tt

サワシロギク Aster rugulosus 十 + 十

エゾゴマナ Aster glehnii 十+++

ゴマナ Aster glehnii var. hondoensis 十十 + 
シオン Aster tαtαncus 十 + + 
ノコンギク Aster αgeratoides var. ovαtus -tt十十廿 + +十+
コンギク Aster αgerαtoides var. ovatus f. 十 + 

hortensis 
ヤマシロギ、ク Aster αgerαtoides var. 十 + + 

semiamplexicaulis 

フキ Petαsites jα:ponicus +十+ ±士+ 十

チョウジギ、ク Arnica mallotopus + 十

卜ウゲブキ Ligulαnα hodgsonii 十

ノボロギク Senecio vulgαns -tt廿十+ ++十

ノ、ンゴンソウ Senecio cαnnabifolius 十 士十 + 
サワオグルマ Senecio pierotii 十++ 十十十

モミシガサ Cαcαliα delphiniifoliα 

ミミコウモリ Cαcαliααuriculαtαvar.kαmtschαtica 士+士 十

ヨブスマソウ Cαcαliαhαstαtαvar. orientαlis 十十+ 十

コウモリソウ Cαcαlia hαstαtαvar. j，αrfαrαefoliα + 十 十 i
ヤブレガサ Syneilesis pα1mαtα 十十十 ++十 十十十

リュウノウギク Chrysanthemum mαkinoi 十

ハマヨモギ Artemisiα scopαna + 十 十+

オトコヨモギ Artemisiα japonicα 十 十 十++

イヌヨモギ Artemisiα keiskeαnα +十 十++

ケショウヨモギ Artemisiα umbrosa 十 + 
オオヨモギ Artemisiα montαnα 十 + 廿

ヨモギ Artemisiα princeps +++ + ++十
ノブキ Adenocαulon himalαLcum 十++ + 十+十
メナモミ Siegesbeckiα pubescens +一一 十

ホソパノセンダングサ Bidens pαrviflora 十 十 十

センダングサ Bidens biternata 

オケラ Atrαctylodes japonicα 十+十十件 十+十十 十++

タカアザ‘ミ Cirsium pendulum + 
チシマアザミ Cirsium kαmtschαticum 十+十十十十 + 十

マアザミ Cirsium sieboldii +←十 + 
サワアザミ Cirsium yezoense ++十 廿

/アザミ Cirsium jα:ponLcum 十十十十件 十t -tt -tt -tt十十十十

/ハラアザミ Cirsium tanαhαe 十 + + 
モリアザミ Cirsium dipsacolepis 十十十 -tt++ -tt+十



林野植物に対する放牧家畜の採食噌好性(岡野・岩元) 195 

ぷ1. (つつ‘き)

版 物一名二二二ι一一一一 一~一一一一一一一一一一一一~一~般~喬牧~期一l間種 牛 d馬 緬羊

春夏秋 期全春夏私 期全 春夏秋全期
ヒメアザミ Cirsium buergeri 十

ヤマアザミ Cirsium spicatum 十 + 
ナンブアザミ Cirsium nipponicum 十 十十

タイアザミ Cirsium nipponicum var. incomptum +十十 十十+ 十十十

エゾノキツネアザミ Breeα setosα 十 十 十十件十十

キツネアザミ Hemisteptα lyratα +士士土

キクアザミ Sαussurea ussunensrs 十 + 十

ミヤコアザミ Sαussureα maxrmowrczu +十十十 十

ヤマボクチ Synurus pα1mαtopznnαt~βdus var. +ー十 + 
indivisus 

コオニタビラコ Lα:psanα apogonoides 十+十十 十十十

コウゾリナ Picris hieracioides 可ar. glabrescをns 十十+++十 十十十十++ +++ 
セイヨウタンポポ Tαrαxacum officinale 十 + 
ヤナギタンポポ Hieracium umbellatum var. -++←土 十

lαpomcum 

オオニガナ Prenanthes tαnαhαe + 十

オオヂシノイリ lxeris debilis 十件廿+十 十十件十+

ニガナ lxeris deηtαtα +十廿+十 ++++十+ 十十+十件

アキノノゲシ Lαctucα indicαvar. 1αcrmαtα 十十十十+十 ++ 
ヤマニガナ Lαctucαrαddeαnαvar. elαtα +十+ -"-++ + 
ハチジョウナ Sonchus brαchyotus +十件++ 十+十 + 
ノゲシ Sonchus oleraceus 十十十十件 十+

オニノゲシ Sonchus αsper 十

オニタビラコ Youngiαlα:ponicα 十+ + 十

ヤクシソウ Youngiα denticulαta ++++十+ 十十十十件 廿朴++

ダ類のほかに，サトイモ科，キンポウゲ科， リンドウ科，シソ科などであり，木本類では針葉樹類

と，ツツジ科，スイカズラ科，モクレン科などである。

1. 主な植物の採食噌好性

1) イネ科草類

イネ科草類は主主も放牧家畜に好まれ，そのほとんどが採食の対象となる。シパ， ヌカボ，カニツ

リグサ， トボシガラ，イチゴツナギなどのように春から初夏にかけて出穂する車種は柔らかいもの

が多く，牛，馬，緬羊とも晴好性が高い。 ~H. ススキ，オガルカヤ，メガルカヤ，ノガリヤス，

ハネガヤ， トダシパなどのように，秋に出穂する草種は，植物体が柔らかい春から夏にかけてよく

採食されるが，出穂後になると，硬化した茎や花穂は食い残されることが多い。ササ類のミヤコザ

サ，アズ、マザサ，アズマネザサ，ネザサなどは季節に関係なく好んで採食される。

2) スゲ類

一般にスゲ類(カヤツリグサ科)はイネ科草類と同様に家畜の晴好性が高い。季節に関係なくよ
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表 2. 林野植物の採食店蓄好性(木本植物の部)

植 物〈4V2:ごご了一一一一一一一一一--一1一~-一t放1牧一一期3間~ 
牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全
春夏秋 全 春夏秋 全

期 期 期

イチイ科 Taxaceae 

イチイ Tαxus cuspidαta 

イヌガヤ科 Cephalotaxaceae 

イヌガヤ Cephalotαxus harringtonia 

マツ科 Pinaceae 

アオトドマツ Abies sachalinensis var. mayriα:nα 

エソマツ Piceα jezoensis 

カラマツ Lαrix kαempferi +一一 十十十

(+)(:t)(:t) 

アカマツ Pinus dens収orα 十

(+)仕)(士)

スギ科 Taxodiaceae 

スギ Cryptomeriαjα:ponwα 
(:t)目的

ヒノキ科 Cupressaceae 

ヒノキ Chαmaecy:pαris obtusα 
(-)(••) 

ユリ科 Liliaceae 

サルトリイノぜラ Smilax chinα 十 + 十+

ヤナギ科 Salicaceae 

ヤマナラシ Populus sieboldii + 
ドロヤナギ Populus mαximotuzcziE [士 + + 
タチヤナギ Sαlix subfrαgilis 十 十 十

パッコヤナギ Sαlix bαkko +++ +++ 
ミヤマヤナギ Sαlix reinii 一一+

キツネヤナギ Sαlix vulpinα +++ +++ 
イヌコリヤナギ Sαlix integrα 十++ +++ +++ 
コリヤナギ Salix koriyαnαgi +++ + 
カワヤナギ Salix gilgiαnα 

ネコヤナギ Salix grαcilistyla +++ +++ |十
ヤマヤナギ Salix sieboldiana + + 

クルミ科 Juglandaceae 

サワグルミ Pterocαrya rhoifoliα + 
オニグルミ Juglαns αilαnthifoliα 一一一一 + 

注) 1 朴.好食+食，士:撮食不食
2 ( )内は牧草地
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表 2. (つづ、き)

植一物名 二 二二一一一~一一一一---一~一一~一 IJ一-h一支1牧---期~3間~ 
牛 d馬 緬羊

春夏秋 全春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

カバノキ科 Betulaceae 

イヌシテ♂ Cαrpinus tschonoskii 十一一 + 十一一

アカシテー Cαrpinus laxiflora * 十十 一 *一一

サワシパ Cαrpinus cordatα 十+ + 
アサダ Ostryαlαpomcα *1* 廿十 十

ノ\シノぐミ Corylus heterophyllαvar. thunbergii 十 一一 十

ウダイカンノ〈 Betula mαxlmoωlCZlαnα +十士士

シラカンノぐ Betula plαtyphyllαvar. ]apOnLCα +++ + + 
ダケカンノて Betula ermanii 一十

ケヤマハンノキ Alnus hirsutα :t+:t 十

ヤマハンノキ Alnus hirsutαvar. sibirica 

ハンノキ Alnus jαpOnLCα 士士土+ 十

ブナ科 Fagaceae 

ブナ Fαgus crenαtα +士士 十十+ 十士土

イヌフナ FαgusjαpOnLCα +土土 十++ +土土

アラカシ Quercus glαucα 

ミズナラ Quercus mongolicαvar. 
grosseserrαta +士士 十土± +++ 

コナラ Quercus serrαtα +士 + 十士士
(+)(十日刊

カシワ Quercus deηtαtα + 十 + 
クヌギ Quercus acutissimα 十一一

(十)(士)仕)
+一ー 十一一

クリ Cαstaneα crenαtα +士 十 +士士
(+)(十)(+)

マテパシ 4 Pαsαnlα edulis 

ニレ科 Ulmaceae 

アキニレ Ulmus pαruifoliα 十十件十+ 十

ハルニレ Ulmus jαpomcα 十

オヒョウ Ulmus laciniαtα 十十件廿 +:t:t 十+

クワ科 Moraceae 

ヤマグワ Morus bombycis *1 t十件* +十件廿

コウゾ Broussonetiαhαzinoki 十+ * 
イヌビワ Ficus erecta * 十十

カツラ科 Cercidiphy llaceae 

カツラ Cercidiphyllum jαpomcum + 十++ 十+
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鮫二ミミこミ喧
牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全 春夏秋 全
期 期 期

アケビ科 Lardizabalaceae 

アケビ Akebiα qumαtα 十 + 

ミツバアケビ Akebiα trifoliαtα +一一一 + 

モクレン科 Magnoliaceae 

ホオノキ Mαgnoliα obovαtα +十+ +++ + 

キタコブシ λfαgnoliα kobus var. borealis +十+ +十十 + 

チョウセンゴミシ Schisandrα chinensis 十 十

クスノキ科 Lauraceae 

クロモジ Linderα umbellatα 十 + 

ユキノシタ科 Saxifragaceae 

イワガラミ Schizophragmα hydrangeoides + + 十+

ゴトウヅル Hydrαngeα petiolαns + 十+

ノリウツギ Hydrangeαpαniculαtα tHt 廿 十十十 十十十

ヤマアジサイ Hydrangeαmαcrophyllαvar. + 
αcummαta 

ガクウツギ Hydrαngeα scαndens + + 

ウツキ‘ Deutziα crenαtα 十 十一一 十一

7ルパウツギ Deutziα scabra var. scabra + + 

マンサク科 Hamamelidaceae 

マンサク Hαmαmelis jα:pomca 

パラ科 Rosaceae 

コゴメウツギ Stephαnαndrα mCLsα + 十 +十一

カナウツギ Stephαnαndrα tanαたαe

ホザキシモツケ Spirαeαsαlicifolia 

ホザキナナカマド Sorbαnα sorbifolia var. stellipilα 十 十

クマイチゴ Rubus crαtαegifolius 十 十 +tt=l:: 
(十)(十)

モミジイチゴ Rubus palmαtus var. coptophyllus 十 + 十十+

クサイチゴ Rubus hirsutus 
(+)(十)(十)

エゾイチゴ Rubus idαeus var.αculeatissimus 十 十 +十十

ナワシロイチゴ Rubus parvifolius + 十 +十

(吋tt如)

エビガ、ライチゴ Rubus phoenicolαsius 
ノイノ、f ラ Rosα multiflora + 十 +十十件

テリハノイバラ Rosαωichuraiαηα + + 

ヤマザクラ Prunus jαmasαkurα tt tttttt tttt 十+
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表 2. (つづき)

板一物一こ名こ二二二二一一一~一--一~一--一~一一一一一一般E一牧~-期一間~ 空 牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 期全 春夏秋 全
期 期

エゾヤマザクラ Prunus sαrgentii +1++ ++ 
オオシマザクラ Prunus lαnnes~αna var. specwsα 十+ + 
ミヤマザクラ Prunus mαxlmotuicziE ++十+++ tt 十+十十 廿十+++

シウリサ‘クラ Prunus ssiori +十十 十 十

ウワミズザクラ Prunus grayαnα 十++ + + 
イヌザクラ Prunus buergerianα + 
エゾノコリンゴ Mαlus bαccatαvar. mαndshuricα 十

ヤマナシ Pyrus pyrifoliα 

カマツカ Pourthiαeα uillosαvar. laeuis 

ナナカマド Sorbus commixtα ++++++ + 十

アズキナシ Sorbus αlnifoliα 十++ +++ + 
ウラジロノキ Sorbus jα:pon~cα 

マメ科 Leguminosae 

ネムノキ Albiziα julibrissin 十 +++ 
エンジュ Sophorα japonicα 十

イヌエンジュ Mααckiα amurensis var. buergeri 

キハギ Lespedezα buergeri ー十十 ー十+ ::t+ 

マルパハギ Lespedezα cyrtobotryα + + ++++++ 
エゾヤマハギ Lespedeza bicolor 士士+ 士士十 +土土

ヤマハギ Lespedezα bicolor f. αcutifolia 士士+ ±士十+ ::!::::!::十

クズ Puerαnα lobαtα 十十 十十十 十++

フシ Wisteria βoribundα 十 十 +十+

ハリエンジュ Robiniα pseudo αcαc~α + + 十

ミカン科 Rutaceae 

サンショウ Zαnthoxylum piperitum 土

イヌザ、ンショウ Zαnthoxylum schinifolium 十 + 
キハダ Phellodendron αmurense ++ + 

ニガキ科 Simaroubaceae 

ニガキ Picrαsmα quαssioides + 十

トウダイグサ科 Euphorbiaceae 

エゾユズリハ DαYzpuJmlFliiple hylluryl F71αcropodum var 目

ドクウツギ科 Coriariaceae 

ドクウツギ CoriαnaJαponicα 

ウルシ科 Anacardiaceae 

ツタウノレシ Rhus αmbiguα 十十+ +士一 tt 
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ぷ 2. (つつき)

続一物一名ご 一一一一一~一一一一一~一---一~放~オ宣女~期一j 詞
牛 ，馬 緬羊

春夏秋
全 春夏秋 全

春夏秋 全
期 期 期

ヤマウルシ Rhus trichocαrpα ++::t 十 士士十

ヌルデ Rhusjαuαmcα + 十一 +土ー

モチノキ科 Aquifoliaceae 

アオハダ Ilex mαcropodα 十

イヌツゲ Ilex crenαtα 十 十

ニシキギ科 Celastraceae 

ツルウメモドキ Celαstrus orbiculαtus 十十十十件 + 十十十件
ニゾキギ Euonymus α1αtus + ++::t士

コマユミ Euonymus alαtus f. ciliato -dentαtus 十 + +++ 
マユミ Euonymus sieboldiαnus 十 十 +++ 
ツリパナ Euonymus oxyphyllus 十++ 十

ミツバウツギ科 Sta phy leaceae 

ミツバウツギ Stαphyleα bumαldα + 

カエデ科 Aceraceae 

ハウチワカエデ Acer jα，ponrcum 十十廿++ + + 
ヤマモミジ Acer palmαtum var. mαtumurae 廿十十件 十十十 十

カラコギカエデ、 Acer αidzuense + 十ート十

イタヤカエデ Acer mono ++~十件 +十十 ++ 
クロビイタヤ Acer miyαbei ++ 
ウリカエデ Acer crαtαegifolium 一一十

ウリノ、、ダカエテ句 Acer ruβnerue 

ミネカエデ Acer tschonoskii +++ + 十

コミネカエデ Acer micrαnthum + 十 + 
メクスリノキ Acer nikoense 十

トチノキ科 Hippocastanaceae 

トチノキ Aesculus turbinαtα 

クロウメモドキ科 Rhamnaceae 

クマヤナギ Berchemiαrαcemosα + 

ブドウ科 Vitidaceae 

ヤマブドウ Vitis coignetiae 十+廿十+ 十++++十 什廿廿

エビヅル Vitis ficifoliαvar. lobαtα + ++ + 
サンカクヅル Vitis flexuosa 十 ++++十十 ++++++ 
ノフドウ Ampelopsis breuipedunculαtα 十 廿十十件 十十 ++ 十+
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表 2. (つづ、き)

縞一物 名二二二二ご一一一一一一~一~一一一一~一-~般~1牧~期~1 間 牛 ，馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全期 春夏秋 全期期

シナノキ科 Tiliaceae 

オオノイボダイジュ Tiliαmαxir710tiYECZEGFlα ++1+++ 十十

シナノキ Tiliαjαpomca ++++++ 十十十十十+ 十十

マタタビ科 Actinidiaceae 

サルナシ Actinidiααrgutα 十+++ 十十件十+

マタタヒ Actinidiα polygαmα 十 ++十 + 

ツバキ科 Theaceae 

ヒサカキ Euryαjαpomcα 

キブシ科 Stachyuraceae 

キブシ Stαchyurus prαecox + + 

グミ科 Elaeagnaceae 

ナワシログミ EIαeαgnus pungeηs + + 
アキグミ Elaeagnus umbellαtα + 

ウコギ科 Araliaceae 

タラノキ Arαliα elαtα 十 十土± + 
ウコギ Acαnthopαnαx sieboldiαnus + 十

コシアブラ Acαnthopαnαx sc~αdophylloides +十 + 

ハリギリ Kalopαnαx pictus + + ++ 

ミズキ科 Cornaceae 

アオキ AucubαJα:ponica + 十

ミズキ Cornus controversα ++++十+ +土+ 十+

ヤマボウシ Cornus kousa +土ー +土ー 十土ー

リョウブ科 Clethraceae 

リョウブ Clethrαbαrbinervis +十件++ +++ +++ 

ツツジ科 Ericaceae 

ヤマツツジ Rhododendron kαempferi 
(+)(十)(+)

モチツツジ Rhododendron mαcrosepαlum 

レンゲツツジ Rhododendron jα:pomcum 

ハナヒリノキ Leucothoe grαyαnαvar. oblongifoliα 

アセビ Pieris jα:pomcα 

ネジキ Lyoniα ovalifoliαvar. elliptica 

ウスノキ vαccinium hirtum 
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jj_ 2. (つづ、き)

植~物〈名ご三 一一一一一一一一~一ー一~放一主牧~期一3 間
牛 馬 緬羊

春夏秋 全 春夏秋 全期 春夏秋 全
期 期

ナツハゼ Vαccinium oldhαmu 十 十一 ー十

(十)(十)(+)

?っシバ Vαccinium jα:pomcum 

ハイノキ科 Symplocaceae 

サワフタギ Syfr.71pptlloocsoα s chinensis var. leucocarpα 十 +++ 

エゴノキ科 Styracaceae 

エゴノキ StyrαXJαpomcα 十 十十件++

(吋:++X件)
ノ、クウン，ポク StyrαX obαSSlα 十一 + 

モクセイ科 Oleaceae 

エゾイボタ Ltgg1uGsb trum tschonoshii var 十 十 + 
rescens 

イボ、タノキ Ligustrum obtusifolium + + 十

ハシドイ Syringα reticulαtα 十十十 + 
ヤチダモ Frαxmus mαndshuricαvar. ]α:pomcα ++ 十+++ ++十

トネリコ Frαxinus jα:pomcα ++ 
アオダモ Fraxinus lαnuginosα 4十 十十++ 十十十

クマツヅラ科 Verbenaceae 

ムラサキシキブ Cαllicarpαjα:ponicα 十

クサギ Clerodendron trichotomum 十

スイカズラ科 Caprifoliaceae 

ニワトコ Sαmbucus sieboldiαnα 十

カンボク Viburnum sαrgentii 十 + 
オオカメノキ Viburnum furcαtum + 十 + 
ガマズミ Viburnum dilatαtum 十 + 
オトコヨウゾメ Viburnum phlebotrichum +++ 
ツクノfネウツギ Abeliα spαthulαtα 十 一一+ 士+++

ハコネウツギ Weigelα corαeensls 

タニウツギ Weigela hortensis 十

スイカズ、ラ Lonic坦rαjαpomcα 斗 + 
ウグイスカグラ Lonicerα grαcilipes var. glαbrα 十 一一十 + 

く採食される草種は， シパスゲ，アオスゲ，クサスゲ，アズ、マスゲ， ヒカゲスゲ， シラスゲなど，

柔らかい種類が多い。そのほか，ハマスゲ， ミヤマカンスゲ，オクノカンスゲなどの採食もみられ

るが，一般的にこのような粗剛な種類も秋季の飼料不足になると採食頻度が高まる。

3) 広葉草本類
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表 3. 林野植物lζ対する放牧家畜の採食噌好割合

項目
調 晴好割合 (%) 

査 被 食 採 不

畜 植
髄 物

好
食群 種 数 食 自十 食 食

草本 牛 473 20 59 ( 79) 8 13 

馬 496 26 39 ( 65) 10 25 

植物 緬羊 4()) 21 52 ( 73) 6 21 

木本 牛 171 18 43 ( 61) 17 22 

A言言 149 10 42 ( 52) 13 35 

植物 緬羊 140 20 46 ( 66) 14 20 

広葉草本類とはイネ科とイネ科様植物以外の草本植物類を指し，一般に家畜の噌好性が高く，牛

で 72%，馬 54%，緬羊では 65% の草種が季節に関係なく採食されている。その主な草種は，イグ

サ科，イラクサ科， タデ科，アブラナ科，パラ科，マメ科，セリ科，オオパコ科，キク科などであ

る。また，晴好性低位の草種としては，サトイモ科，ヤマノイモ科，ケシ科，ユキノシタ科，フウ

ロウ科，アマ科， ヒルガオ科， シソ科，ハイドクソウ科などがある。

4) シダ類

ハナヤスリ科，ゼンマイ科， ワラビ科，オシダ科など， シダ類は牛，馬，緬羊ともに採食しない

のが普通である。しかし，馬が自然草地で秋に飼草が不足すると，ワラビを多食して死亡したり，

牛が新規造成の牧草地のワラどを多食して死亡することがある。しかし緬羊，山羊の発病例は知

られていない。

5) 高木性木本類

針葉樹類は放牧家畜に採食されないのが普通であるが，カラ 7 ツ 49) は緬羊に採食され，また，

アカマツやスギの 1-2 年生林53) がわずかながら牛に採食されたという報告があるO

これに対し，落葉性広葉樹類は家畜に好食されるものが多 L、。ヤナギ科，クワ科，カツラ科，パ

ラ科，カエデ科， シナノキ科， ミズキ科， リョウブ科，モクセイ科などは，牛，馬，緬羊とも噌好

性高位の樹種群である。分布域の広いブナ， ミズナラ， コナラ，クヌギ， クリ，カシワなどのブナ

科の樹種は，春の開葉期に新葉が採食されるものの，萌芽の木質化が進む夏季には，問書好性が低下

する。しかし秋季に入って飼草が不足してくると，ブナ， ミズナラ，コナラなどの樹葉がふたた

び採食されるようになる。

6) 低木性木本類

牛，馬，緬羊ともよく採食するものに，ヤナギ科，ユキノシタ科，ニシキギ科のほかにクワ科，

クロウメモドキ科，キブシ科などがあるO

-H， マメ科のハギ類に関しては，マルパハギを除いて生葉の晴好性が低く，春から夏に採食さ
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表 4. 放牧家畜による被食植物率(草木植物の部)

二討
牛 ，馬 緬羊

調査被食率 調査被食率 調査被食率

植物数 (%) 植物数 (%) 植物数 (%) 

イネ科(ササ類) 7 86 7 86 6 83 

イネ科(ササ以外〉 叩 99 86 100 79 97 

カヤツリグサ手ヰ 40 84 41 83 33 82 

(小計〉 ( 137 ) (94 ) (134 ) (94 ) (118 ) (93 ) 

シダ類( 4 科〉 11 。 11 。 11 。

サトイモ科 6 。 6 。 4 。

イ ゲ サ 科 5 80 3 67 33 80 

ニL 科 30 73 29 48 24 58 

フ ン 科 4 75 5 。 3 。

イ ラクサ科 6 l∞ 6 83 2 l∞ 

タ ア 科 14 72 16 56 11 73 

ナデシコ科 7 ~ 8 38 6 67 

キンポウゲ科 12 25 17 23 10 40 

アブラナ科 5 75 6 50 4 75 
，、

フ 科 11 73 12 50 11 82 

ー亨 メ 科 23 96 25 92 24 E厄

ス 、、、 レ 科 5 40 8 74 7 l∞ 

セ 科 17 94 17 82 13 100 

サクラソウ科 S 60 6 民 3 67 

ンドウ科 5 60 5 40 4 25 

シ ソ 科 14 43 18 39 15 27 

ゴマノハグサ科 5 60 5 40 4 75 

ア カ 才、 科 7 86 6 50 5 l∞ 

キキョウ科 6 83 6 83 6 伍

キ ク 科 80 叩 83 73 65 82 

その他 (40科) 58 67 64 34 51 45 

(小計) ( 333 ) (72 ) (362 ) (54 ) (288 ) (65 ) 

合計 473 79 496 65 的6 73 

注)被食率: (好食+食)/調査植物数

れることは稀であるが，開花後の秋になると採食される。ハギ類は古くから夏季に刈り取り，冬季

に牛馬の乾草飼料として利用されてきた。

7) つる性木本類

放牧家畜は，夏から秋にかけての開花後のつる性木本類を好んで採食する。牛，馬，緬羊がとも

に採食する植物は，イワガラミ，クズ，フジ，ツタウルシ，ツルウメモドキ，ヤマブドウ，エビヅ

ル，サンカクヅル，ノブドウ，サルナシ，マタタビなどで，つる類の晴好性は馬よりも，牛や緬羊

が高い。
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類も好く採食する 16 ， 26 ， 28)。馬は晴好植物の種類が少ないとはいえ，硬い草をすりつぶし易い歯の構

造を持つために，緬羊はもとより，牛も食べ残す硬化したススキやササも採食する。さらに，畜種

は同じであっても，品種が違うと採食噌好性が異なる。例えば， 日本短角種よりも黒毛和種は，木

本類に対する噌好幅が狭く 54) 黒毛和種はホルスタイン種よりも林木に与える食害が少ないとい

う 31)。また，伊藤ら 12) によると，採食草種の範囲はアバディーンアンガス種がもっとも広く，黒毛

和種，ホルスタイン種がこれに次ぎ，野草地における牛体の増加率もこれと同じ順序であったとい

う。さらに，個々の家畜によっても，採食晴好性に特徴のあることが知られている。

また，家畜の飼養前歴や生理的状態によっても晴好性が変わる。例えば，放牧 2 年目の牛は初年

目の牛よりも，野草をよく採食する 7)。また，林内野草地に放牧されている牛群が，針葉樹を採食

することは極く稀であるが，林内牧草地では林木の食害が多発する 30 ， 53) 。

同様に放牧圧，つまり草量の多少が家畜の採食行動に大きくかかわり 11 ， 23) 例えば，延放牧庄

(放牧頭数×日数)の増加につれて，採食植物の種類が増加する 2)。字都宮65) によると，放牧強度

が高まると，主要採食種であるススキなどの再生が減返するために，ヤマシロギク，イタドリ，オ

トコエシ，ヤマウルシ，ゼンマイ，スイカズラ，フジ J ブドウ，ウツギなどの採食頻度が高まっ

たという。また，林業試験場51)の調査では，牛の重度放牧によって，カラマツの食害が急増した。

放牧牛群が安定した採食行動を示すのは聞けた山頂部や緩斜面の草地であり，狭|溢な谷間では，群

としての採食行動を示すことは稀である。さらに，地形からみると，谷部よりも稜線部や山腹部で

被会植物の種数が多い。このように，家畜の採食行動と採食性との聞には密接な関係がある 13)。

2) 放牧地側の諸条件

(1) 採食の季節性

草種によって採食される順位が異なり 12) 同一植物でも季節や群落によって採食程度が変わ

る 9， 42 ， 48)。一般的には，各家畜とも，採食植物数は夏が最も少なく，春，秋の順で増加するという

報告が多~) 1 ， 2 ， 33)。どの季節にも好食される草類や樹葉がある反面，春季に好まれるもの，また，そ

の逆に秋季になると採食されるものがある。

冬の舎飼いから春の放牧に出されると，家畜はみずみずしい若草を喜んで採食する。つまり，家

畜は一般的に柔らかい草を好食する。ススキは大変好まれる飼草であるが，牛や緬羊は一度食べた

茎葉の基部から新しく再生した茎葉を 6， 7, 8 月と好食するが， 9 月， 10 月には伸長した葉の先端

を採食するだけとなる 9)。このように，季節の進みとともに晴好性が低下する理由として，飼草の

硬化があげられている。そのほかに，草型の変化が指摘されている 2， 22， 35)。例えば，ツリガネニン

ジン，オニタビラコ，ニガナやチゴユリなどは，一度採食されたり，または，秋口に入るとロゼッ

ト葉しか出ないために，放牧牛は秋の採食が困難となる。

一方，春よりも秋に採食頻度の高い植物も多く，ヤマハギ，オトギリソウ，コナラ，クリ，ノコ

ンギク， フキなどがあけ‘られる。チシマザサとかスゲ類やシダ類も噌好性の高い飼草が減少する放

牧期の後半や晩秋に採食される 42)。とくに樹葉やつる類は，春よりも秋に採食量または採食頻度が

高まると言われている 2 ， 42)。このように秋季に被食植物の種類が増加する理由としては，多くは可
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食草量の不足があげられている。後述するように，牧草の晴好性に関しては化学成分の面からの検

討が進んでいる 3-5 ， 57 拍)。野草においても，生育段階によって化学成分が大きく変わっており 64)

野草の晴好性もこのような観点からの検討も必要であろう。

また，林内放牧地では，放牧季節の後半に入ると，イヌツゲなど緑色樹葉への採食の拡大が特

徴的に認められる。この現象は飼料源としての緑色樹葉の重要性ということよりも，むしろ林内の

飼草条件の急激な悪化をボすものであり，摂取養分量が養分要求量を下回ることを意味する点で，家

畜の健康上からも問題である 31)。

さらに季節が進み強い降霜期に入ると，カラマツソウ，ヤマハッカ，オドリコソウ，クルマパナ，

ハンゴンソウ， シラヤマギク， ヨブスマソウ，エソゃコeマナなどが採食される 61)。晩秋には木・藤本

類の落葉や，一般草類の枯死が多いために，降霜でも枯れない草種は，晴好性が低くても採食の対

象となるものが少なくない。また，春や夏には採食されないハンノキやイチイも降霜後になると採

食された 42)。積雪深の浅い北海道の根釧地}jなどでは，古くから馬の周年放牧が行われてき

た礼42， 61)。秋に霜のため粗剛となったササ類を，馬は足で雪を堀って好食する。一方， ヨブスマソ

ウ，ハンゴンソウ， ヨモギ， ヒメジオンなどのキク科の高茎草本の枯葉も採食される。木本類では，

ヤチダモ，アオダモ，サワシノペ ミズナラ， シナノキ，イタヤカエデ，ハシドイ，カンパ類などの

主として新芽や新条が採食され，また，マタタビ，サルナシなどの藤本類も冬に採食された。

(2) 植生型の影響

植生型の相違が家畜の採食行動を規制することはすでに述べた。植生型の両極端は野草と牧草で

ある。一般に野草地では，開書好性の高い草種が少ないにしても，可食植物の種類はいたって豊富で

ある。これに対し牧草地の草は，飼料専用に改良された作物のために，家畜の晴好性はきわめて高

いものの，草種が著しく限定されるところに特徴がある。

元来，噌好性がきわめて高いはずの牧草も，施肥の違いによって採食の程度を異にすることが知

られている 51，由。すなわち，燐酸施用の草は噌好性が最も高く，高水準の窒素施用区は最も晴好性

が落ちた。窒素増施に伴う晴好性の変化は，育成牛や緬羊では特に敏感で，自由に採食させると窒

素少量区を優先的に採食するとし、う。

牧草は晴好性が高いとはいうものの，単純植生の牧草地ほど，放牧家畜の食に対する生理的要求

が満たされず，脱柵して野草地の草を食む光景が珍しくない。このように， もともと採食噌好性は

きわめて流動的なものである。

(3) 庇陰の影響

日陰の草，具体的には林内の草は，含水量が多く柔らかいにもかかわらず，放牧家畜に好まれな

いことがよく知られているへ後藤ら3-5) は林内の飼草の晴好性低下について，主として牧草を対

象に詳細な検討を加え，その原因が草中の化学成分の変化にあることを明らかにした。つまり，庇

陰度が増すほど，草中の硝酸態窒素が高まり，牛や緬羊の曙好性を失った。同じく，林内での過剰

施肥はますます草中の硝酸態窒素含量を高め，家畜の晴好性を損ねる。また，林内での噌好性が比

較的高いオーチャードグラスやメドゥフェスクはほかの草種より硝酸態窒素含有率が低い。
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このように，夏場は林内の草の採食性はあまり高くないが，冬にも緑葉を持つササの場合，晩秋

から冬にかけて，林外のものは葉の周縁が枯れ，水分が減じて晴好性が低下するのに対し，林内の

ササはおそくまで青く，柔らかで放牧家畜が好んで採食する 7， 24)。関東地ノらにおける野草放牧地の

植生型はアズマネザサ型が多く，アズ、マネザサは放牧圧に強く，茨城県などで古くから周年放牧に

使われている。立本の存在は風などの気象条件の緩和に役立つために，林内のササは冬でもよく緑

葉を保つ傾向があり，放牧家畜は夏の聞は主として無立木地のササを食い，冬になると林内のササ

も好んで採食している。

前述のように，植生が単純な牧草地の放牧では，今まで家畜が見向きもしなかった野草や樹葉を

多食するようになる。したがって，林内牧草地の放牧では，牧草の導入程度によっては著しい林木

の被害を惹起することになり，その'支態と対策に関する多くの研究が行われてきた札14 ， 20 ， 21 ， 29 ， 44 ， 53)。

三田村ら 3]) は植栽木の食害発生機構を詳細に検討し，その対策として次のような提言を行った。

①林床植生を純牧草型にするのではなく，施肥水準を低く抑えることによって，牧草と野草の混

在状態に保つこと。このことは，林内牧草地に野草地または林内野草地を組み合わせ，家畜が野草

も自由に採食可能にすることによっても目的を果たせる。さらに，②過放牧が値栽木の食害を助

長するので，利用2ドは 50% 以内にとどめることが必要である。
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